
田んぼダムによる防災・減災の取組
つるおか

【山形県鶴岡市】

○ 当地区は、ほ場整備後35年程度が経過し、施設の老朽化等から、豪雨

時の排水対策に苦慮している状況にあった。

○ 豪雨による水害等の対策として「田んぼダム」に着目し、平成23年度から

一部のエリア（43ha）においてモデル的に取組を実施。令和4年度は85%の
エリア（999ha）で実施した。

○ この取組により、水害対策への地域住民の理解が深まり、農家組織と各

集落の自主防災組織との連携による新たな防災管理体制の構築のきっか
けとなっている。

農地・水・環境保全組織いなばエコフィールド協議会

取組の経緯 田んぼダムによる防災・減災の取組

【地区概要】
・取組面積 1,219ha （田1,213ha、畑 6ha）

・資源量 開水路179.4km、農道59.7km

・主な構成員

農業者、非農業者、農業団体・自治会等その他団体等 105団体

・交付金 約97百万円（R4）

農地維持支払、 資源向上支払（共同、長寿命化）

○ 田んぼに降った雨を、排水口を絞り、ゆっくり排水させる。豪雨時には雨水が一時的に田
んぼに貯留され、洪水被害が軽減される。

○ 田んぼダムの取組がきっかけとなり、農家組織、各集落、消防団等とで自主防災組織が
結成されるなど、新たな防災管理体制が整備された。

○ 今後は、行政、土地改良区等と一体となって田んぼダムの取り組みエリアを90％以上に拡
大していき、地域において更なる防災・減災への意識醸成を目指す。

○ 水路の老朽化に加え、集中豪雨により排水路側
壁の倒壊や法面崩壊が度々発生していた。

○ 排水路等の施設の保全のため、農地・水保全管理支
払で取り組める「田んぼダム」により改善を図ることとした。

○ 取組当初は田んぼダムの基礎資料も少なく、模索しな
がらの活動に苦慮した。
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